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新規採用者研修の受講にあたって 

子どもとともに学び続ける教職員 

子どもに寄り添い、 

子どもに信頼される教職員 

専門的な知識・技能を高め、 

実践的な指導力あふれる教職員 

保護者や地域の人と向き合い、 

信頼と協働の関係を 

築くことができる教職員 

豊かな人間性と高い使命感を 

兼ね備えた教職員 

めざす教職員像 

研修会場では、必ず名札を 

着用してください。 
研修会場に、自転車・バイク等で 

乗り入れることは禁止です。 

スケジュールを各自で管理し、 

決められた日に受講してください。 

※その他、法定研修に関する質問等は、学校管理職を通じ、各市町教育委員会事務局にお尋ねください。 

原則、研修内容の録音・録画 

・写真撮影等は禁止です。 
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(府研修回)  大阪府教育センター実施の新規採用小・中学校事務職員研修(全12回)の回数を示しています。 

上記回の研修について大阪府の新規採用学校事務職員とともに受講します。(計8回分)  

(豊能研修回) 豊能地区実施の公立学校初任者(小・中・義務教育学校教員)研修(全13回)の回数を示しています。 

       上記回の研修については豊能地区公立学校初任者とともに受講します。(計6回分)                  

【  】は別班の研修日であり、こちらへの日程変更（振替受講）も可能です。 

※（豊能地区・高槻市・東大阪市・枚方市・吹田市共催回）左記の学校事務職員とともに受講します。（計1回分） 

豊能 

研修回 

府 

研修回 
日  時 研  修  内  容 実施会場等 

1 － 4月3日(金）14:00～16:30 
新規採用者研修 開講式 
－学び続ける教職員であるために－ 

池田市民文化会館 

2 － 4月16日(木）14:00～16:30 
オリエンテーション 

教職員の服務・規律・法令遵守等 
池田市民文化会館 

－ 2 4月24日(金) 14:00～17:00 

開講式 

実務研修1 
－社会人としてのマナーとおもてなし(接遇)－ 

大阪府教育センター 

－ 3 

5月22日(金) 15:00～17:00 
「OSAKA小・中学校事務職員スタンダード」を活用した 

目標設定 
大阪府教育センター 

5月22日（金）～ 

6月30日（火） 

実務研修2 
－学校事務職員に期待するもの/福利厚生制度のあらま

し/公的年金制度について－ 

所属校等 

(オンデマンド開催) 

－ 4 6月5日(金) 14:00～17:00 実務研修3 －表計算ソフトの活用等－ 大阪府教育センター 

4 － 
6月11日(木) 15:00～17:00 

【 6月16日(火) 】 
児童生徒理解①－生徒指導について－ 豊中市教育センター 

－ 5 7月3日(金) 14:00～17:00 

実務研修4 
－情報公開と個人情報保護について／個人情報の適正

な管理・取扱いと事務職員の役割－ 

実務研修5 －先輩の実践に学ぶ1－ 

大阪府教育センター 

－ 7 7月21日(火)～9月17日(木) 

児童生徒理解を深めるために 

－カウンセリングの理論と実際－ 

セルフマネジメント －メンタルヘルスケア－ 

セクシュアルハラスメントの防止と対応 

所属校等 

(オンデマンド開催) 

※ － 未定 (内容は別途通知) (別途通知） 

7 － 8月20日（木）10:00～12:00 リフレクション① 池田市民文化会館 

－ 9 9月4日(金) 14:00～17:00 
実務研修6 －プレゼンテーション力を高める1－ 

実務研修7 －先輩の実践に学ぶ2－  
大阪府教育センター 

9 － 
10月15日(木) 15:00～17:00 

【 10月20日(火) 】 
人権について考える① 豊中市教育センター 

－ 10 10月9日(金) 14:00～17:00 
実務研修8 
－プレゼンテーション力を高める2／学校事務の資質 

能力の向上に向けて－    

大阪府教育センター 

－ 12 1月28日(木) 14:00～17:00 

実務研修9 －先輩の実践に学ぶ3－  

セルフマネジメント 
－1年間の振り返りと今後に向けて－ 

閉講式            

大阪府教育センター 

13 － 3月25日(木）13:30～16:30 
新規採用者研修閉講式 

リフレクション② 
未定（豊能地区内） 

令和８年度(2026年度) 新規採用学校事務職員研修 校外研修年間計画 

大阪府教育センター・大阪府豊能地区教職員人事協議会実施研修】 オンデマンド：収録した動画を視聴することで実施 

リアルタイム：Zoom等を使用し、実時間を共有して実施 
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非常変災時の研修について 

 

 

１．非常変災時の大阪府豊能地区教職員人事協議会実施研修の開催判断について 

 （１）協議会実施共通研修について 

   ① 台風の接近が予想される場合 

    ・研修前日の正午までに開催が困難と判断した場合、研修を中止または延期する。 

    ・受講者へは所属市町教育委員会を通じてその旨を連絡するものとする。 

    ・延期の場合については、後日、日程等対応について通知する。 

② 台風が接近している場合 

    ・研修当日の正午までに開催が困難と判断した場合、研修を中止または延期する。 

・受講者へは所属市町教育委員会を通じてその旨を連絡するものとする。 

    ・延期の場合については、後日、日程等対応について通知する。 

   ③ ①②を除く事由により、研修日の正午までに研修実施が困難であると判断した場合 

    ・研修を中止または延期することがある。 

    ・受講者へは所属市町教育委員会を通じて連絡するものとする。 

 （２）所属市町教育委員会実施研修について 

    ・所属市町教育委員会の基準に従うこと。 

 

 

２．非常変災時の大阪府教育センター実施研修の開催判断について 

 ※大阪府教育センターが主催し、外部会場で実施するものも含む。 

 （１）台風の接近が予想される場合 
  ア 午前７時現在、大阪府内いずれかの地域において「暴風警報」発令中の場合、 
    午前の半日研修及び全日研修は、中止または延期する。 
  イ 午前 11時現在、大阪府内いずれかの地域において「暴風警報」発令中の場合、 
    午後の半日研修は、中止または延期する。 
  ウ 受講者への連絡について 
    ・受講者に対しては特段の連絡をしない。 
    ・延期の場合については、後日、その実施について改めて通知する。 
 （２）交通機関がストライキの場合 
    原則として研修は実施する。 
 （３）その他 
    地震など予測できない災害発生時や感染症の拡大防止等に向けた対応が必要な場合などに 

研修を中止、延期等に変更する場合は、その都度、教育センターWebサイトに掲載する。 
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② 

令和８年度(2026 年度)新規採用学校事務職員研修“ＯＰＰシート”(One Page Portfolio Sheet)  
受講者 No.【     】   所属【     立    学校・学園 】   名前【             】 

 
① 

【豊能地区】第１回( / )今日の学び『               』 
  
 
 
 
 
 
 

新規採用者研修前 ( / ) ☆ どのような学校事務職員になりたいですか？ 
  
 
 
 
 

【大阪府】第２回( / )今日の学び『                』 
  
 
 
 
 
 
 

【大阪府】第４回( / )今日の学び『                』 
  
 
 
 
 
 
 

【大阪府】第５回( / )今日の学び『                』 
  
 
 
 
 
 
 

【豊能地区】第７回( / )今日の学び『               』 
  
 
 
 
 
 
 

【豊能地区】第９回( / )今日の学び『               』 
  
 
 
 
 
 
 

【大阪府】第１２回( / )今日の学び『               』 
  
 
 
 
 
 
 

【豊能地区】第２回( / )今日の学び『               』 
  
 
 
 
 
 
 

【大阪府】第３回( / )今日の学び『                』 
  
 
 
 
 
 
 

【豊能地区】第４回( / )今日の学び『               』 
  
 
 
 
 
 
 

【大阪府】第７回( / )今日の学び『                』 
  
 
 
 
 
 
 

【大阪府】第９回( / )今日の学び『                』 
  
 
 
 
 
 
 

【大阪府】第１０回( / )今日の学び『               』 
  
 
 
 
 
 
 

【豊能地区】第１３回( / )今日の学び『              』 
  
 
 
 
 
 
 

新規採用者研修後 ( / ) ☆ どのような学校事務職員になりたいですか？ 
  
 
 
 
 
 
 
 

◎提出のタイミング 
【豊能地区】第 ４ 回 研修受講後 
 【大阪府】 第 ９ 回 研修受講後 
 【大阪府】 第１２回 研修受講後 
 
→提出については所属市町 
教育委員会から別途通知。 

 
 

開講式でワークシートに記入します。 
⇒ 後日、提出するファイルに転記してください。 

③ 

毎回の研修受講後に記入します。（豊能地区のシートですが、大阪府の研修について記述する欄もあります。） 
 
①に書いた日付を記入してください。 
 
②に研修で学んだことを一言で書きます。（小見出しやタイトルのようなもの） 
 
③に自分が学んだことや、学んだことをどのように生かしていくかなどをまとめ、 
端的に記入してください。 
 

実際の記入例）※下記は初任者の記入例です。 

例１ 
今日の学び『この時間でこれだけ頑張った！』 

  授業づくりをする上で、子どもたちにどんな力を身につけさせたいのか、どんなことを学んでほしいのか。そういう「想い」をもって、授業を組み

立てていくことが大切だと感じました。子どもたちが「この授業では、こんなことを学べた。こんなことができた。」という実感を持てるように授業を

手掛けていきたい。 

⇒『学んだこと』に加え、『学びをどのように生かしていきたいか』が記述されている。 
 

例２ 
今日の学び『授業の肝は高めあう場面だけ？』 

研修内では、集団で高めあう時間が授業の肝だと教わった。確かに、学習に関して言えば、集団で一つの考えを練り上げることで、自分事の学びに

つながる。しかし、それ以前の高めあうための態度を方向付けるような動機付けも肝ではないかと考える。授業の導入にもこだわって授業を作成した

い。 

⇒研修で学んだことで生じた『自分の考え（新たな疑問）』が記述されている。 
 

※研修内容のメモにならないよう気をつけましょう。 

提出の際のファイル名は以下の例のように変更してください。 

 

 

    例）【101】R08_新学事_ＯＰＰシート 

◎記入上の注意事項 
・枠内の書式は以下のように設定していますので 
変更しないでください。 

［ＭＳゴシック］［10pt］ 
［行間:固定値 12pt］［印刷：Ａ３・縦］ 

・手引の記入例（p.4）を参照してください。 
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【参考】初任者・新規採用者用 

リフレクションチャートについて 

～教職員としての実践力を身につけるために～ 

 

（１） 目的 
教職員としての実践力を身につけるために、『教員の資質の向上に関する指標（豊能地区）』ならび

に『学校事務職員の資質の向上に関する指標（豊能地区）』の各項目について、研修受講者自身が自

己評価することによって、日々の学びや取り組みを見つめ直し、内省を促すことを目的とする。 

 

 

（２） 評価項目  
・教員の資質の向上に関する指標（豊能地区）の１５項目 

（養護・栄養教諭は、【職に応じた指標】３項目を加えた１８項目） 

  ・学校事務職員の資質の向上に関する指標（豊能地区）の１０項目 

 

 

（３） 評価方法  
① 各項目について手引を参照しながら、下記の１０段階の数値で自己評価します。 

 

【 全く身についていない 】 １ ～ １０ 【 十分身についている 】 

 

 

② 各項目の自己評価について、その数値にした理由を文章で記入します。 

 

 

③ 完成したレーダーチャートや各項目の自己評価を基に自己分析を行います。 

 

 

（４） レーダーチャート作成方法 
 表の空欄に評価を数字で記入することで、レーダーチャートは自動で作成されます。 

 

 

（５） 作成時期 
  １回め…６月頃作成（締切日は所属市町教育委員会より別途通知） 

  ２回め…２月頃作成（締切日は所属市町教育委員会より別途通知） 

 

 

※ 詳しくは次ページの【記入例】を参照 
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資
質
・
能
力
１
回
め

理
由

２
回
め

理
由

Ⅰ
人
権
尊
重
の
精
神
3
人
権
研
修
を
受
け
た
際
に
、
知
ら
な
か
っ
た
り
、
普
段
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

危
機
管
理
能
力

2
学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
な
い
。

学
び
続
け
る
力

6
周
り
の
先
輩
か
ら
日
々
学
ん
で
い
る
。
自
身
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
意
識
不
足
で
あ
る
。

Ⅱ
課
題
解
決
能
力

7
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
学
年
団
の
先
生
に
相
談
で
き
て
い
る
。

法
令
遵
守
の
態
度
7
自
分
な
り
に
自
覚
を
し
、
行
動
し
て
い
る
。

事
務
能
力

2
日
常
の
業
務
に
追
わ
れ
、
し
ば
し
ば
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

Ⅲ
協
働
す
る
力

2
校
務
分
掌
等
に
い
ま
い
ち
参
画
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力

4
学
年
の
先
生
に
は
聞
け
る
が
、
他
の
先
生
に
は
ま
だ
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
に
く
い
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

3
努
力
は
し
て
い
る
が
、
計
画
的
で
は
な
い
。

Ⅳ
授
業
を
構
想
す
る
力
3
指
導
書
通
り
に
授
業
す
る
だ
け
で
精
一
杯
で
あ
る
。

授
業
を
展
開
す
る
力
4
当
初
よ
り
慣
れ
て
は
き
た
が
、
特
に
板
書
を
計
画
通
り
に
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

授
業
を
評
価
す
る
力
2
先
輩
の
授
業
を
見
て
す
ご
い
な
と
は
思
う
も
の
の
、
自
分
に
は
還
元
で
き
て
い
な
い
。

Ⅴ
子
ど
も
理
解

6
家
庭
訪
問
で
は
、
先
輩
の
教
え
通
り
家
庭
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

集
団
づ
く
り

6
家
庭
と
は
ま
め
に
連
絡
を
取
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

エ
ン
パ
ワ
ー

4
私
自
身
は
子
ど
も
理
解
に
努
め
て
い
る
が
、
子
ど
も
が
相
互
理
解
し
合
え
る
集
団
づ
く
り
は
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。

(記
入
例
)『
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
チ
ャ
ー
ト
』
　
大
阪
府
豊
能
地
区
教
職
員
人
事
協
議
会
所
属
：
○
○
○
立
○
○
○
学
校
　
・
　
名
前
：
□
□
　
△
△
△

初
任
者

入
力
日
：
１
回
め
…
○
月
○
日
　
/
　
２
回
め
…
△
月
△
日

１
回
め
の
結
果
を
踏
ま
え
て

　
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
見
て
、
高
い
と
こ
ろ
と
低
い
と
こ
ろ
が
二
極
化
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
同
僚
や
子
ど
も
、
家
庭
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
部
分
は
、
先
輩
方
に
も
重
要
性
を
説
い
て
も
ら
い
、
自
分
な
り
に
努
力
し
て
い
る
自
負
も
あ

る
の
で
続
け
て
い
き
た
い
。
一
方
で
、
人
権
や
学
校
安
全
に
関
わ
る
部
分
は
、
知
識
不
足
を
痛
感
し
て
い
る
。
今
後
の
研

修
で
は
、
ま
ず
は
基
本
的
な
知
識
を
修
得
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
計
画
し
て
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
。
忙
し
い
中
で
も
効
率
よ
く
授
業
計
画
や
準
備
が
で
き
る
よ
う
、
授
業
計
画
の
し
か
た

に
つ
い
て
も
先
輩
方
か
ら
学
ん
で
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
提
出
書
類
な
ど
は
自
己
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
今
後
遅
れ
な
い
よ

う
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

２
回
め
の
結
果
を
踏
ま
え
て

0246810
人
権
尊
重
の
精
神
危
機
管
理
能
力

学
び
続
け
る
力

課
題
解
決
能
力

法
令
遵
守
の
態
度

事
務
能
力

協
働
す
る
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

授
業
を
構
想
す
る
力

授
業
を
展
開
す
る
力

授
業
を
評
価
す
る
力

子
ど
も
理
解

集
団
づ
く
り

エ
ン
パ
ワ
ー

こ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
チ
ャ
ー
ト
は
、
各
種
法
定
研
修
の
手
引
の

『
教
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
指
標
（
豊
能
地
区
）
』

（
豊
能
地
区
教
職
員
人
事
協
議
会

HP
→
教
職
員
研
修
→
研
修
別
ペ
ー
ジ
）

の
各
項
目
を
参
照
し
な
が
ら
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
す
る
数
値
に
つ
い
て
は
、

（
全
く
身
に
つ
い
て
い
な
い
）
１
～
１
０
（
十
分
身
に
つ
い
て
い
る
）

の
尺
度
で
自
己
評
価
し
、
そ
の
理
由
も
簡
潔
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
①
資
質
・
能
力
】

【
②
資
質
・
能
力
の
詳
細
】

左
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
や

数
値
を
記
入
し
た
理
由
を
ふ
り

か
え
り
、
自
分
の
強
み
や
弱
み

に
つ
い
て
考
え
、
自
己
分
析
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
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○
基
本
的
な
実
務
を
身
に
つ
け
、
業
務
を
滞
り
な
く
遂
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

○
実
務
の
専
門
性
を
向
上
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
業
務

が
遂
行
で
き
、
経
験
の
少
な
い
学
校
事
務
職
員
に
指
導
・
助

言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
実
務
の
専
門
性
を
充
実
さ
せ
、
自
ら
も
業
務
改
善
に
努
め
る

と
と
も
に
、
効
果
的
な
業
務
運
営
に
つ
い
て
、
学
校
事
務
職

員
に
指
導
・
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
事
務
部
門
を
統
括
し
、
業
務
改
善
に
向
け
て
具
体
的
な

取
組
み
を
示
す
と
と
も
に
、
適
切
な
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
人
権
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
、
人
権
尊
重
の
態
度
及
び
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
。

○
学
校
の
人
権
課
題
を
把
握
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
経
験
の
少
な
い
学
校
事
務
職
員
に

指
導
・
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
の
人
権
課
題
を
把
握
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み

の
方
策
を
示
す
と
と
も
に
、
学
校
事
務
職
員
に
適
切
に
指

導
・
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
人
権
尊
重
の
行
動
の
モ
デ
ル
と
な
る
存
在
と
し
て
、
学
校
内

外
の
教
職
員
に
適
切
に
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
の
生
徒
指
導
方
針
を
も
と
に
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況

を
理
解
し
、
子
ど
も
を
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
て
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

○ ○

学
校
全
体
の
子
ど
も
の
実
態
を
把
握
し
、
保
護
者
の
思
い
や

家
庭
背
景
を
踏
ま
え
た
子
ど
も
理
解
を
深
め
る
。

生
徒
指
導
方
針
を
も
と
に
し
た
組
織
的
な
対
応
の
中
で
、
教

職
員
と
連
携
し
、
協
働
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
子
ど
も
や
周
囲
の
状
況
を
把
握
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関

係
諸
機
関
と
連
携
し
、
協
働
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
教
育
目
標
や
生
徒
指
導
方
針
に
従
っ
て
教
職
員
に
助

言
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
諸
機
関
と
連

携
を
深
め
、
協
働
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○ ○ ○

業
務
遂
行
に
必
要
と
す
る
基
本
的
な
法
令
や
条
例
を
理
解

す
る
。
校
内
諸
規
定
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

公
務
員
と
し
て
法
令
を
遵
守
し
、
日
常
の
服
務
を
誠
実
か
つ

公
正
に
遂
行
す
る
。

○ ○ ○

業
務
遂
行
に
必
要
と
す
る
法
令
や
条
例
を
理
解
す
る
。

校
内
諸
規
定
の
整
備
を
行
う
。

公
務
員
と
し
て
法
令
を
遵
守
し
、
日
常
の
服
務
を
誠
実
か
つ

公
正
に
遂
行
し
、
経
験
の
少
な
い
学
校
事
務
職
員
に
指
導
・

助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○ ○

校
内
諸
規
定
に
習
熟
し
、
教
職
員
に
対
し
て
整
備
・
改
善
に

つ
い
て
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

常
に
法
令
遵
守
を
意
識
し
、
教
職
員
の
モ
デ
ル
と
な
る
行
動

が
で
き
る
。

○ ○

校
内
諸
規
定
に
習
熟
し
、
教
職
員
に
対
し
て
整
備
・
改
善
に

つ
い
て
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

常
に
法
令
遵
守
を
意
識
し
、
教
職
員
の
モ
デ
ル
と
な
る
と
と
も

に
、
適
切
に
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○ ○

専
門
的
見
識
や
実
践
力
を
高
め
る
た
め
に
研
修
を
受
講
す

る
等
、
自
己
成
長
を
図
る
努
力
を
す
る
。

学
校
及
び
業
務
に
関
わ
る
情
報
の
活
用
に
努
め
る
。

○ ○

研
修
や
研
究
を
活
か
し
て
自
己
成
長
を
図
り
、
学
校
事
務
職

員
と
し
て
の
成
長
意
欲
を
持
ち
続
け
る
。

学
校
及
び
業
務
に
関
わ
る
情
報
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

○ ○

学
校
事
務
職
員
の
研
修
や
研
究
に
つ
い
て
企
画
・
立
案
が

で
き
る
。

学
校
及
び
業
務
に
関
わ
る
様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
自
ら
の

実
践
を
検
証
し
、
改
善
し
続
け
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○ ○

学
校
事
務
職
員
の
研
修
・
研
究
に
つ
い
て
支
援
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

国
や
府
、
市
・
町
等
の
動
向
に
注
視
し
つ
つ
、
情
報
を
収
集

し
、
学
校
教
育
目
標
達
成
の
た
め
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
。

学
校
事
務
職
員
の
研
修
・
研
究
に
つ
い
て
支
援
す
る

学
校
教
育
目
標
達
成
の
た
め
に
情
報
収
集
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

4

法 令 ・ 条 例

校
内
諸
規
定
を
理
解
す
る

公
務
員
と
し
て
法
令
を
遵
守
す
る

校
内
諸
規
定
の
整
備
を
行
う

公
務
員
と
し
て
法
令
を
遵
守
す
る

校
内
諸
規
定
の
整
備
に
つ
い
て
助
言
で
き
る

法
令
遵
守
の
精
神
を
教
職
員
に
啓
発
す
る

校
内
諸
規
定
の
整
備
・
改
善
に
つ
い
て
助
言
で
き
る

法
令
遵
守
の
精
神
を
教
職
員
に
助
言
す
る

5

主 体 的 に 学 び 続 け る 力

自
己
成
長
を
図
る
努
力
を
す
る

成
長
意
欲
を
持
ち
続
け
る

学
校
事
務
職
員
の
研
修
・
研
究
に
つ
い
て
企
画
・
立
案
す
る

最
新
情
報
を
収
集
し
、
実
践
を
発
信
す
る

子
ど
も
理
解
を
深
め
、
学
校
教
育
目
標
や
生
徒
指
導
方
針
に

従
っ
て
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
が
で
き
る

効
果
的
な
業
務
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

業
務
運
営
に
つ
い
て
改
善
を
行
い
、
よ
り
効
果
的
な
運
営
を
行
う

こ
と
が
で
き
る

2

人 権 意 識 向 上 と

人 権 教 育 理 解

人
権
教
育
を
理
解
し
、
人
権
意
識
、
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る
人
権
教
育
を
理
解
し
、
人
権
尊
重
に
基
づ
い
た
取
組
み
が
で
き
る
人
権
教
育
を
理
解
し
、
人
権
尊
重
に
基
づ
い
た
取
組
み
を
推
進

す
る

人
権
教
育
を
理
解
し
、
人
権
尊
重
に
基
盤
と
し
た
学
校
づ
く
り
を

推
進
す
る

3

子 ど も 理 解

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
へ
の
理
解
を
深
め
る

保
護
者
の
思
い
や
家
庭
背
景
を
踏
ま
え
子
ど
も
へ
の
理
解
を
深

め
る

子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
を
把
握
し
、
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
が
で

き
る

必
要
な
資
質

定
型
的
業
務
、
事
務
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

専
門
的
業
務
、
組
織
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

指
導
的
業
務
、
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

統
括
的
業
務
、
学
校
運
営
事
務
の
統
括

学 校 事 務 職 員 と し て の 基 礎 的 素 養

1

実 務 能 力

業
務
を
正
確
・
丁
寧
に
遂
行
で
き
る

創
意
工
夫
を
加
え
な
が
ら
、
業
務
を
正
確
・
丁
寧
に
遂
行
で
き
る

学
校
事
務
職
員
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
標
（
豊
能
地
区
）

第
1
期
　
基
礎
形
成
期

第
2
期
　
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
向
上
期

第
3
期
　
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
深
化
期

第
4
期
　
キ
ャ
リ
ア
成
熟
期
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○ ○

自
己
の
課
題
を
認
識
し
、
教
職
員
・
管
理
職
に
相
談
す
る
な

ど
し
て
課
題
解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

○ ○

自
他
の
課
題
を
把
握
し
、
課
題
解
決
の
た
め
に
教
職
員
・
管

理
職
に
相
談
し
な
が
ら
解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
。

○ ○

自
他
、
学
校
全
体
の
課
題
を
把
握
し
、
解
決
に
向
け
て
行
動

で
き
る
。
教
職
員
の
意
見
等
を
参
考
に
し
て
、
実
行
策
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
。

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
に
つ
い
て
、
学
校
事
務
職
員
に
適
切

に
指
導
・
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○ ○

課
題
解
決
に
向
け
て
、
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
必
要
な
指

導
・
助
言
を
行
い
、
学
校
内
外
の
課
題
改
善
に
努
め
る
。

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
に
つ
い
て
教
職
員
に
適
切
に
指
導
・

助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
に
関
わ
る
危
機
管
理
・
個
人
情
報
管
理
に
つ
い
て
基
礎

的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

○
学
校
に
関
わ
る
危
機
管
理
・
個
人
情
報
管
理
に
つ
い
て
適
切

な
対
応
が
で
き
る
。

○
学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
・
個
人
情
報
管
理
体
制
（
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
）
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
・
個
人
情
報
管
理
体
制
（
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
）
を
点
検
・
改
善
し
、
適
切
に
指
導
・
助
言

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○ ○

適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
組
織
の
一
員
と

し
て
、
協
働
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

チ
ー
ム
学
校
の
一
員
と
し
て
自
覚
を
も
つ
。

○ ○

相
談
し
な
が
ら
機
能
的
な
組
織
づ
く
り
に
努
め
、
経
験
の
少

な
い
学
校
事
務
職
員
に
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

交
渉
力
や
調
整
力
を
も
と
に
、
チ
ー
ム
学
校
の
一
員
と
し
て
、

積
極
的
に
連
携
・
協
働
で
き
る
。

○ ○

組
織
全
体
の
特
色
を
意
識
し
、
協
働
的
な
組
織
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

チ
ー
ム
学
校
を
財
務
予
算
面
か
ら
管
理
統
括
す
る
。

○ ○

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
諸
機
関
と
連
携
・
協
働
し
、
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

チ
ー
ム
学
校
を
財
務
予
算
面
か
ら
管
理
統
括
し
、
点
検
・
改

善
で
き
る
。

○
学
校
教
育
目
標
を
理
解
し
、
学
校
全
体
の
状
況
・
課
題
を
把

握
し
て
、
学
校
事
務
業
務
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
教
育
目
標
に
基
づ
き
、
学
校
全
体
の
状
況
・
課
題
を
把

握
し
て
、
学
校
事
務
業
務
を
効
率
よ
く
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

○
学
校
教
育
目
標
に
基
づ
き
、
学
校
の
直
面
す
る
課
題
を
認
識

し
、
学
校
事
務
業
務
の
観
点
か
ら
学
校
運
営
方
針
の
具
体

的
な
方
策
に
つ
い
て
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
内
外
の
状
況
を
多
面
的
に
把
握
し
、
学
校
教
育
目
標

に
基
づ
い
た
中
・
長
期
的
な
学
校
運
営
方
針
策
定
に
積
極

的
に
参
画
す
る
。

○ ○

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
人
材
を
見
つ
け
助
言
や

指
導
を
仰
ぎ
、
基
本
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

事
務
の
共
同
実
施
や
学
校
間
連
携
等
に
つ
い
て
理
解
す

る
。

○ ○

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
諸
機
関
と
連
携
・
協
働
す
る
等
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

事
務
の
共
同
実
施
や
学
校
間
連
携
等
に
つ
い
て
理
解
し
、

業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○ ○ ○

広
く
学
校
内
外
に
お
い
て
、
様
々
な
人
と
連
携
・
協
働
し
、
組

織
的
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

事
務
の
共
同
実
施
や
学
校
間
連
携
等
に
つ
い
て
、
中
心
的

役
割
と
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
諸
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
う

他
、
人
材
育
成
、
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○ ○ ○

学
校
力
を
高
め
る
た
め
に
広
く
学
校
内
外
に
お
い
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
説
明
責
任
を
果
た
し
た
り
、
情
報
を
発
信

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
務
の
共
同
実
施
や
学
校
間
連
携
等
に
つ
い
て
、
統
括
的

役
割
と
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
諸
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
う

他
、
人
材
育
成
、
指
導
・
助
言
を
行
う
等
、
各
市
町
の
事
務
職

員
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
統
括
的
な
業
務
を
遂
行
す
る
。

組
織
力
を
高
め
る
た
め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
学
校
力
を
高
め
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き

る魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
財
務
予
算
面
か
ら
管
理
統
括

す
る
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学 校 マ ネ ジ メ ン ト 力

学
校
教
育
目
標
を
理
解
し
て
、
学
校
事
務
業
務
を
行
う

学
校
教
育
目
標
に
基
づ
き
、
学
校
事
務
業
務
を
実
行
す
る
学
校
教
育
目
標
に
基
づ
き
、
学
校
運
営
方
針
の
具
体
的
な
方
策

に
つ
い
て
助
言
で
き
る

学
校
教
育
目
標
に
基
づ
い
た
、
中
・
長
期
的
な
学
校
運
営
方
針

策
定
に
参
画
す
る

組
織
力
を
高
め
、
学
校
運
営
に
参
画
す
る

協 働 よ る 学 校 組 織 づ く り

8

協 働 的 組 織 力

組
織
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ

組
織
の
一
員
と
し
て
連
携
・
協
働
で
き
る

1
0

ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る 力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

課
題
解
決
に
向
け
て
適
切
な
指
針
を
示
す

7

危 機 管 理 能 力

情
報
管
理
に
携
わ
り
、
危
機
管
理
に
関
わ
る
基
礎
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
る

情
報
管
理
に
携
わ
り
、
危
機
管
理
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
が
で

き
る

情
報
管
理
に
精
通
し
、
学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
る

情
報
管
理
に
精
通
し
、
学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
を
点
検

し
、
改
善
で
き
る

自
他
、
学
校
の
課
題
を
把
握
し
、
解
決
に
向
け
て
行
動
で
き
る

社 会 人 と し て の 基 礎 的 資 質

6

課 題 解 決 能 力

自
己
の
課
題
を
認
識
し
、
解
決
に
努
め
る

自
他
の
課
題
を
把
握
し
、
解
決
に
向
け
て
行
動
で
き
る

学
校
事
務
職
員
の
資
質
の
向
上
に
関
す
る
指
標
（
豊
能
地
区
）

第
1
期
　
基
礎
形
成
期

第
2
期
　
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
向
上
期

第
3
期
　
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
深
化
期

第
4
期
　
キ
ャ
リ
ア
成
熟
期
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